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目
次
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

序　

論

第
一
章　

一
八
八
七
│
一
八
八
八
年
の
兼
松
房
治
郎
の
豪
州
視
察

第
二
章　

明
治
期
の
貿
易
商
社
兼
松
商
店
の
経
営
と
前
田
卯
之
助

第
三
章　

明
治
後
期
の
兼
松
商
店
の
損
益
構
造
と
経
営

第
四
章　

兼
松
翁
記
念
事
業
に
つ
い
て

第
五
章　

戦
前
の
日
本
の
商
社
の
豪
州
進
出
に
つ
い
て

第
六
章　

戦
前
に
お
け
る
三
井
物
産
の
豪
州
進
出

結　

語

　
「
序
論
」
に
お
い
て
、
冒
頭
で
「
明
治
期
以
降
の
日
本
と
豪
州
と

の
直
貿
易
を
に
な
っ
た
日
本
の
貿
易
商
社
の
豪
州
進
出
過
程
に
つ
い

て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
狙
い
が
明
示
さ
れ
、

「
日
本
の
商
社
の
歴
史
研
究
」
の
先
行
研
究
が
概
説
・
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
引
き
続
き
兼
松
商
店
の
先
行
研
究
や
関
連
す
る
社
史
や
羊
毛

工
業
に
関
す
る
文
献
、
神
戸
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
兼
松
資
料
の
研
究

進
展
状
況
が
記
さ
れ
る
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の W

.R. Purcell 

や P. O
liver 

の
研
究
に

も
言
及
し
、「
戦
前
の
在
豪
日
系
諸
企
業
の
や
や
概
括
的
な
研
究
に

止
ま
っ
て
お
り
、
研
究
の
余
地
は
な
お
残
さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
す

る
。
天
野
は
、
神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所
に
寄
託
さ
れ
た
兼
松
資

料
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
公
文
書
館
シ
ド
ニ
ー
館
の
所
蔵
す
る
接

〔
書　

評
〕

天
野
雅
敏
著
『
戦
前
日
豪
貿
易
史
の
研
究
│
兼
松
商
店
と
三
井
物
産
を
中
心
に
し
て

│
』

三　

輪　

宗　

弘
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る
兼
松
房
治
郎
の
幅
の
広
い
考
察
や
矜
持
が
紹
介
さ
れ
る
。

　

こ
の
章
は
節
に
よ
っ
て
テ
ー
マ
ご
と
に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
兼

松
房
治
郎
の
視
察
報
告
の
紹
介
の
た
め
、
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
な

観
点
か
ら
何
を
論
じ
た
い
の
か
が
不
鮮
明
で
、
纏
ま
り
が
悪
い
。
し

か
し
、
天
野
が
取
り
上
げ
た
個
々
の
記
述
に
は
、
掘
り
下
げ
た
ら
面

白
い
と
思
う
記
述
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
書
評
で
は
第
一
節
か
ら
拾

っ
て
お
こ
う
。
第
二
節
、
第
三
節
も
同
様
に
興
味
深
い
洞
察
に
満
ち

て
い
る
が
、
割
愛
す
る
。
明
治
二
〇
年
ご
ろ
の
日
本
の
商
売
慣
行
を

知
る
う
え
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
比
較
か
ら
考
察
さ
れ
る
日
本

論
に
は
興
味
深
い
考
察
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
評
者
は
兼
松
房

治
郎
の
考
察
を
興
味
深
く
読
ん
だ
。

　
「
日
本
に
て
行
ハ
る
ゝ
糶
市
に
ハ
往
々
見
本
と
取
引
品
と
相
違
す

る
事
あ
り
て
約
定
後
種
々
の
面
倒
を
生
ず
る
事
あ
れ
共
、
当
地
の
糶

市
な
ど
に
ハ
斯
か
る
如
姦
策
を
用
ゐ
る
商
人
な
き
を
以
て
」
と
か

「
決
し
て
手
代
番
頭
又
ハ
支
配
人
な
ど
に
任
し
置
く
事
な
く
、
商
家

な
れ
ハ
主
人
、
会
社
な
れ
バ
社
長
又
ハ
副
頭
取
が
自
ら
主
と
な
り
て

之
を
整
理
し
」「
我
国
に
て
ハ
兎
角
主
人
頭
取
な
ど
い
へ
る
人
々
ハ

大
風
に
構
へ
込
み
、
重
要
な
る
取
引
事
に
も
手
代
支
配
人
を
用
ひ
る

の
陋
習
あ
り
」
と
商
習
慣
の
違
い
の
比
較
を
天
野
は
取
り
上
げ
て
い

る
。
当
時
の
日
本
の
取
引
の
実
情
を
知
る
上
で
も
評
者
は
面
白
い
と

収
資
料
を
紐
解
い
て
、「
兼
松
商
店
と
三
井
物
産
に
焦
点
を
絞
り

各
々
の
豪
州
進
出
過
程
に
つ
い
て
追
究
」
す
る
と
し
て
い
る
。

　

明
治
一
〇
年
代
の
官
営
千
住
製
絨
所
と
大
倉
組
、
明
治
一
〇
年
代

二
〇
年
代
の
民
間
製
絨
会
社
の
設
立
動
向
や
変
遷
を
一
瞥
し
、
日
本

の
羊
毛
工
業
を
概
説
す
る
。
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
に
シ
ド
ニ

ー
に
支
店
が
設
置
さ
れ
、
五
月
に
大
阪
毛
糸
紡
績
会
社
向
け
に
羊
毛

が
輸
出
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

　

天
野
は
「
日
露
戦
後
を
中
心
に
三
井
物
産
、
大
倉
組
、
高
島
屋
飯

田
が
豪
州
に
進
出
し
、
第
一
次
大
戦
後
の
一
九
二
〇
年
代
初
め
に
三

菱
商
事
、
日
本
綿
花
、
野
沢
な
ど
の
進
出
が
み
ら
れ
る
」
と
日
本
の

貿
易
商
社
の
豪
州
へ
の
進
出
を
簡
明
に
紹
介
し
、「
本
書
で
は
、
さ

し
あ
た
り
兼
松
商
店
と
三
井
物
産
の
豪
州
進
出
」
を
取
り
上
げ
る
と

し
て
い
る
。
引
き
続
き
各
章
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
が
読
者
に
示
さ
れ
る
。

　
「
第
一
章　

一
八
八
七
│
一
八
八
八
年
の
兼
松
房
治
郎
の
豪
州
視

察
」
で
は
一
八
八
七
年
一
一
月
か
ら
翌
年
五
月
に
か
け
て
七
七
回
断

続
的
に
掲
載
さ
れ
た
『
大
阪
日
報
』
の
視
察
報
告
（
第
一
次
渡
豪
）

に
基
づ
き
筆
を
す
す
め
て
い
る
。「
は
じ
め
に
」「
第
一
節　

兼
松
房

治
郎
の
み
た
シ
ド
ニ
ー
と
メ
ル
ボ
ル
ン
」「
第
二
節　

日
豪
貿
易
に

関
す
る
兼
松
房
治
郎
の
考
察
」「
第
三
節　

兼
松
房
治
郎
の
「
濠
洲

論
」
と
提
言
」「
お
わ
り
に
」
と
い
う
節
の
構
成
で
、
多
岐
に
わ
た
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摘
さ
れ
る
。

　

第
二
節
「
兼
松
商
店
の
経
営
改
革
と
前
田
卯
之
助
」
で
は
兼
松
商

店
が
投
機
の
失
敗
か
ら
改
革
そ
し
て
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
構
築
「
安
全
ニ
シ
テ
確
実
ナ
ル
約
定
ニ
基
ク
売
買
」
に
よ
る
企

業
成
長
と
い
う
視
角
か
ら
ス
ト
ー
リ
ー
が
展
開
さ
れ
る
。
投
機
と
中

国
貿
易
か
ら
の
撤
退
そ
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
羊
毛
貿
易
は
関

係
し
て
お
り
、
本
章
は
兼
松
商
店
発
展
の
基
本
理
念
を
示
し
て
い
る
。

蚕
糸
貿
易
に
関
す
る
『
兼
松
商
店
史
料　

第
Ⅰ
巻
』（
明
治
二
九
年
、

一
三
八
、
一
三
九
頁
）
が
紹
介
さ
れ
、「
三
十
二
年
ニ
ハ
巨
利
ヲ
挙
ゲ

タ
ル
モ
翌
年
ニ
ハ
之
レ
ニ
倍
蓰
セ
ル
大
欠
損
ヲ
招
キ
、
商
店
浮
沈
ノ

問
題
」
が
丁
寧
に
時
系
列
で
追
わ
れ
て
い
る
。
原
幸
治
郎
の
積
極
主

義
が
「
大
失
敗
」
を
来
た
し
、
兼
松
商
店
を
「
窮
地
ニ
陥
レ
」
た
の

で
あ
っ
た
。「
奇
利
ニ
酔
ヒ
タ
ル
当
局
ハ
其
勢
ニ
乗
ジ
テ
本
年
ニ
入

リ
テ
モ
猶
強
気
一
点
張
リ
ニ
テ
…
…
損
失
ニ
躊
躇
シ
テ
見
切
リ
兼
居

ル
内
、
不
計
モ
北
清
事
変
ノ
突
発
ス
ル
ア
リ
…
…
巨
額
ノ
損
失
ヲ
来

シ
タ
リ
シ
ガ
、
当
年
後
半
、
新
季
節
ニ
入
ル
ニ
及
ビ
我
当
局
ハ
一
変

弱
気
方
針
ヲ
以
テ
出
動
シ
、
以
テ
上
半
季
ノ
失
敗
ヲ
恢
復
セ
ン
ト
焦

慮
セ
シ
ニ
、
期
初
僅
カ
ニ
策
戦
ノ
的
中
ヲ
喜
ビ
居
ル
ノ
遑
モ
無
ク
、

一
般
市
況
忽
チ
逆
転
ノ
結
果
…
…
下
半
季
戦
モ
亦
所
謂
損
失
ノ
上
塗

リ
ニ
終
リ
…
…
恰
カ
モ
廿
九
年
六
月
、
蚕
糸
取
扱
開
始
以
来
、
前
年

思
っ
た
。

　
「
西
洋
人
の
在
留
せ
る
土
地
な
れ
バ
、
其
商
況
報
告
、
統
計
表
、

銀
行
総
勘
定
考
課
状
及
び
其
地
有
名
な
る
諸
製
造
所
の
勘
定
報
告
等

を
精
密
に
調
査
編
成
し
た
る
事
等
な
り
」
と
指
摘
し
、「
該
会
議
所

の
如
き
ハ
世
上
に
対
す
る
義
務
と
し
て
充
分
確
実
に
之
を
調
査
し
自

ら
報
告
の
責
に
当
る
杯
ハ
実
に
感
服
す
る
の
外
な
き
な
り
」
と
の
箇

所
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
資
料
や
記
録
を
重
ん
じ
る
イ
ギ
リ
ス
の
伝

統
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
継
承
し
て
い
る
と
思
っ
た
。
兼
松
房
治
郎

の
貯
金
の
話
、
銀
行
の
話
も
興
味
深
い
が
、
略
す
る
。

　

評
者
の
読
後
感
か
ら
言
え
ば
、
第
一
章
は
テ
ー
マ
の
幅
が
広
す
ぎ

て
、
後
段
の
第
四
章
と
と
も
に
ま
と
め
て
、
補
遺
と
し
た
ほ
う
が
よ

か
っ
た
。
天
野
の
意
図
は
兼
松
房
治
郎
の
人
と
な
り
を
第
一
章
で
素

描
す
る
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

第
二
章
の
狙
い
は
「
兼
松
商
店
の
輸
出
入
業
務
の
動
向
を
と
り
あ

げ
、
明
治
後
期
の
経
営
動
向
と
経
営
改
革
な
ど
」
の
検
討
で
あ
る
と

さ
れ
る
。
第
一
節
「
明
治
後
期
の
兼
松
商
店
の
経
営
動
向
」
で
は
、

明
治
後
期
の
兼
松
商
店
の
営
業
成
績
、
輸
入
輸
出
動
向
、
豪
州
輸
入

商
品
、
豪
州
輸
出
商
品
、
清
国
輸
入
商
品
、
清
国
輸
出
商
品
が
一
覧

表
に
示
さ
れ
、
売
上
高
、
利
益
額
、
利
益
率
の
動
向
か
ら
「
兼
松
商

店
の
経
営
に
は
看
過
し
え
な
い
問
題
が
顕
在
化
し
て
い
た
」
点
が
指
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此
取
引
ニ
ヨ
リ
テ
利
ヲ
得
ル
ノ
道
ナ
ク
、
安
全
ニ
シ
テ
確
実
ナ
ル
約

定
ニ
基
ク
売
買
ノ
余
地
皆
無
ナ
リ
、
商
店
ハ
宜
シ
ク
断
然
此
商
買
ヲ

廃
ス
ベ
シ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
上
の
よ
う
な
前
田
の
鋭
い
洞

察
は
、
天
野
の
関
連
箇
所
の
的
確
な
引
用
を
じ
っ
く
り
手
に
と
っ
て

堪
能
さ
れ
た
い
。
史
料
の
ど
の
箇
所
を
引
用
す
る
の
か
、
引
用
し
た

資
料
を
活
か
し
な
が
ら
ど
の
よ
う
に
論
を
組
み
立
て
る
の
か
、
経
済

史
家
の
力
量
が
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

蚕
糸
貿
易
や
豆
粕
取
引
の
対
清
貿
易
は
投
機
性
が
強
く
、
事
業
の

健
全
性
と
合
理
化
が
兼
松
商
店
の
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
描
か
れ
て

い
る
。
評
者
の
思
い
出
話
を
挿
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

小
生
の
父
は
丸
紅
や
伊
藤
忠
と
取
引
が
あ
っ
た
が
、
小
生
が
商
社

の
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
云
々
と
受
け
売
り
で
鼻
高
々
に
父
親
に
話
し
た
と

こ
ろ
、
即
座
に
「
何
が
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
な
も
の
か
。
手
張
り
で
大
損

し
た
の
が
何
人
も
い
る
。」
と
怒
ら
れ
た
。

　

第
三
章
は
三
つ
の
時
期
区
分
に
分
け
、
明
治
後
期
の
経
営
動
向
と

経
営
革
命
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
、
損
益
構
造
の
分
析
を
展
開
す
る
。

こ
の
時
期
区
分
は
前
章
で
描
か
れ
た
「
投
機
の
失
敗
そ
し
て
改
革
、

企
業
と
し
て
の
成
長
」
が
念
頭
に
置
か
れ
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
節
「
兼
松
商
店
の
損
益
構
造
：
一
八
九
五
│
一
八
九
九
年
」

で
は
、
兼
松
商
店
の
収
益
諸
科
目
と
損
失
お
よ
び
費
用
諸
科
目
の
動

ニ
至
ル
四
ケ
年
間
ノ
利
益
累
計
額
ニ
倍
ス
ル
ノ
惨
況
ヲ
呈
シ
」（『
兼

松
商
店
史
料　

第
Ⅰ
巻
』、
明
治
三
三
年
、
二
八
四
、
二
八
五
頁
）
た
の

で
あ
っ
た
。
兼
松
商
店
の
病
根
を
射
抜
い
た
前
田
卯
之
助
は
「
ヒ
ソ

カ
ニ
オ
モ
エ
ラ
ク
、
商
店
ノ
病
根
ハ
無
主
義
、
無
方
針
ニ
ア
ル
ナ
キ

カ
、
方
針
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ベ
シ
、
終
始
一
貫
ノ
大
方
針
ナ
キ
ノ
謂

ナ
リ
」
と
抉
り
、「
濠
洲
商
品
ノ
大
宗
タ
ル
羊
毛
ノ
受
托
買
次
ト
牛

荘
貿
易
ノ
骨
子
タ
ル
豆
粕
ノ
見
越
売
買
ト
ヲ
兼
営
ス
ル
ガ
如
キ
不
権

極
マ
ル
事
実
モ
無
主
義
ヨ
リ
来
レ
ル
一
現
象
ニ
非
ル
カ
ト
」
鮮
や
か

に
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
が
本
章
で
二
度
引
用
さ
れ
、
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
大
局
か
ら
の
「
大
方
針
」
が
な
く
、「
無
主
義
」
の

組
織
は
、
い
つ
の
時
代
で
も
淘
汰
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。
筆
者

は
今
日
の
日
本
の
大
学
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
り
、
大
企
業

病
を
鋭
く
抉
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

　

前
田
が
「
正
面
ヨ
リ
豆
粕
取
引
ノ
全
廃
」
を
提
案
し
た
の
は
、

『
兼
松
商
店
史
料　

第
Ⅱ
巻
』（
明
治
三
六
年
、
三
三
、
三
四
頁
）
に
よ

れ
ば
、「
豆
粕

ニ
大
豆
ノ
先
物
産
地
買
附
為
替
先
約
地
場
売
約
ヲ

同
時
ニ
行
フ
モ
ノ
ト
ス
レ
バ
常
ニ
一
％
前
後
ノ
損
失
計
算
ト
ナ
リ
テ

殆
ン
ド
例
外
ヲ
見
ズ
、
之
レ
全
ク
為
替
上
ニ
便
宜
ヲ
有
ス
ル
清
商
ニ

比
シ
、
吾
人
ノ
対
抗
条
件
ノ
不
利
ナ
ル
ニ
因
ス
ベ
シ
、
其
結
果
吾
等

ハ
銀
相
場
又
ハ
内
外
豆
粕
相
場
ノ
将
来
ノ
騰
落
ヲ
賭
ス
ル
ノ
外
到
底
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年
に
は
輸
入
羊
毛
の
利
益
の
二
・
六
倍
を
計
上
し
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
、「
巨
利
ヲ
挙
ゲ
タ
ル
モ
翌
年
ニ
ハ
之
レ
ニ
倍
蓰
セ
ル
大
欠
損
」

を
招
い
た
よ
う
に
問
題
が
潜
ん
で
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
の

羊
毛
取
引
は
「
官
業
ノ
注
文
ハ
一
二
寵
商
ノ
独
占
」
状
態
で
「
多
年

大
倉
組
ノ
独
占
ニ
属
シ
」、
兼
松
商
店
の
千
住
製
絨
所
へ
の
参
入
に

関
し
て
は
「
十
年
ノ
奔
走
殆
ン
ド
寸
効
無
」
か
っ
た
。
天
野
は
一
八

九
九
年
の
兼
松
商
店
の
取
引
先
別
の
羊
毛
注
文
数
を
表
3
│

2
に
掲

げ
て
い
る
が
、
全
体
が
把
握
で
き
、
参
考
に
な
る
。
取
引
状
況
が
表

の
デ
ー
タ
と
文
章
の
資
料
の
双
方
に
よ
っ
て
丁
寧
に
説
明
さ
れ
て
い

る
。

　

第
二
節
「
兼
松
商
店
の
損
益
構
造
：
一
九
〇
〇
│
一
九
〇
三
年
」

で
は
、
投
機
の
失
敗
に
よ
る
「
大
損
失
」
が
表
3
│

3
に
鮮
や
か
に

示
さ
れ
、
兼
松
商
店
が
横
浜
正
金
銀
行
の
救
済
に
す
が
り
、
か
つ

「
当
年
度
ノ
決
算
面
ハ
対
銀
行
ノ
体
面
取
繕
ヒ
上
種
々
糊
塗
修
飾
ノ

苦
策
」
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
表
3
│

3
で
は
蚕
糸
部
の

損
金
を
他
部
門
の
科
目
に
振
り
分
け
、
糊
塗
し
た
こ
と
が
読
み
取
れ

る
。
こ
の
大
損
失
が
兼
松
の
経
営
改
革
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
一

九
〇
一
年
に
蚕
糸
部
と
上
海
支
店
が
廃
止
さ
れ
、
一
九
〇
四
年
に
牛

荘
出
張
所
が
閉
鎖
さ
れ
た
が
、「
権
限
ヲ
越
エ
テ
為
替
及
商
店
等
ノ

投
機
ニ
」
手
を
染
め
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

向
を
整
理
し
た
も
の
が
表
3
│

1
に
示
さ
れ
て
い
る
。
コ
ン
パ
ク
ト

に
ま
と
め
ら
れ
た
表
で
兼
松
商
店
が
何
を
扱
い
、
何
で
利
益
を
得
て

い
た
の
か
が
よ
く
わ
か
る
。
輸
入
羊
毛
か
ら
の
利
益
が
利
益
全
体
の

一
〇
％
か
ら
二
五
％
を
占
め
、
牛
骨
が
三
か
ら
八
％
、
牛
筋
牛
蹄
帯

皮
牛
脂
が
約
一
〇
％
で
あ
る
。
評
者
が
面
白
い
と
思
っ
た
点
は
一
八

九
七
（
明
治
三
〇
）
年
に
肥
料
利
益
が
一
五
・
七
％
を
い
き
な
り
計

上
し
、
翌
年
は
三
二
・
四
％
、
一
八
九
九
年
は
一
二
・
八
％
を
占
め

て
い
る
点
で
あ
る
。
髙
橋
周
論
文
「
新
興
肥
料
商
の
成
長
と
貿
易
商

│
鈴
鹿
保
家
商
店
と
兼
松
房
次マ
マ

郎
商
店
│
」（
文
京
学
院
大
学
『
経
営

論
集
』、
第
一
九
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
す
れ
ば
、
兼
松

商
店
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
牛
骨
な
ど
の
動
物
質
肥
料
の
輸
入

を
関
東
で
肥
料
商
を
営
む
鈴
鹿
保
家
商
店
と
の
関
係
か
ら
さ
ら
に
掘

り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所

が
平
成
一
八
年
と
一
九
年
に
刊
行
し
た
『
兼
松
商
店
史
料　

第
Ⅰ

巻
』『
兼
松
商
店
史
料　

第
Ⅱ
巻
』
に
も
関
連
す
る
資
料
が
残
さ
れ

て
い
る
だ
け
に
、
正
直
残
念
で
あ
っ
た
。

　

前
章
で
リ
ス
ク
管
理
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
た
蚕
糸
部
利
益
は
一
八

九
六
（
明
治
二
九
）
年
に
一
・
二
％
、
以
下
四
・
六
、
七
・
七
と
来

て
、
一
八
九
九
年
に
三
五
・
五
％
と
大
幅
に
伸
張
し
て
い
る
。「
受

托
式
ニ
始
マ
リ
シ
モ
後
ニ
ハ
先
物
見
越
シ
売
買
本
位
」
に
な
り
、
同
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ル
結
果
、
購
入
量
ノ
大
部
分
ヲ
挙
ゲ
テ
壱
万
余
俵
ノ
買
次
ギ
ヲ
数
次

ニ
我
ガ
シ
ド
ニ
ー
支
店
ニ
下
命
ス
ル
ニ
至
」
っ
た
と
し
て
い
る
。
兼

松
商
店
が
官
需
の
獲
得
に
成
功
し
た
影
響
は
表
3
│

5
「
日
露
戦
後

の
兼
松
商
店
の
取
引
先
別
羊
毛
取
扱
数
量
」
か
ら
拾
う
と
、
陸
軍
被

服
廠
が
五
〇
％
か
ら
三
〇
％
、
千
住
製
絨
所
が
一
〇
％
か
ら
三
〇
％

も
占
め
て
い
る
こ
と
に
み
て
と
れ
る
。
同
表
か
ら
羊
毛
需
要
量
の
急

増
も
読
み
取
れ
、
他
の
貿
易
商
社
の
豪
州
進
出
を
後
押
し
し
た
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
点
が
第
五
章
と
第
六
章
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

　

天
野
は
淡
々
と
引
用
し
、
表
の
デ
ー
タ
で
取
り
扱
い
数
量
の
変
化

を
明
快
に
読
者
に
示
す
。
シ
ェ
パ
ー
ド
が
羊
の
群
れ
を
巧
み
に
誘
導

す
る
か
の
よ
う
に
資
料
を
走
ら
せ
、
止
ま
ら
せ
、
左
に
右
に
操
り
な

が
ら
、
兼
松
商
店
の
経
営
変
革
を
三
つ
の
時
期
区
分
に
区
切
り
、
鮮

明
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
描
く
。
膨
大
な
量
の
史
資
料
の
中
か
ら
変
化
を

嗅
ぎ
分
け
て
、
兼
松
商
店
が
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
的
確
に
つ
か
み

な
が
ら
、
成
長
し
て
い
る
様
を
描
い
て
い
る
。
天
野
の
資
料
を
嗅
ぎ

分
け
る
能
力
は
長
年
の
資
料
と
の
格
闘
に
よ
っ
て
養
成
さ
れ
、
裏
打

ち
さ
れ
て
い
る
。
評
者
に
は
読
み
応
え
が
あ
っ
た
。

　

第
四
章
は
こ
れ
ま
で
の
流
れ
か
ら
一
息
入
れ
、
創
業
者
兼
松
房
治

郎
の
公
益
に
対
す
る
関
心
と
、
そ
の
意
思
を
継
承
し
た
三
つ
の
記
念

事
業
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
実
現
し
た
の
か
を
記
述
し
て
い
る
。

　

第
三
節
「
兼
松
商
店
の
損
益
構
造
：
一
九
〇
四
│
一
九
〇
八
年
」

で
は
、
兼
松
商
店
が
千
住
製
絨
所
と
陸
軍
被
服
廠
の
羊
毛
受
注
に
成

功
し
た
こ
と
が
、『
兼
松
商
店
史
料　

第
Ⅱ
巻
』（
明
治
三
八
年
、
一

二
二
頁
、
一
五
六
頁
）
か
ら
引
用
さ
れ
跡
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
「
千
住
製
絨
所
所
用
羊
毛
注
文
引
受
」
に
参
入
で
き
た
経
緯
が
詳

細
に
描
か
れ
て
い
る
。「
軍
閥
所
長
去
リ
テ
篤
学
真
摯
ノ
人
格
者
大

竹
工
学
博
士
」
が
着
任
し
、「
果
断
ニ
シ
テ
事
理
ニ
通
ゼ
ル
頭
脳
明

敏
ノ
士
、
阪
口
事
務
官
」
が
新
た
に
入
り
補
佐
す
る
と
い
う
機
会
を

と
ら
え
た
こ
と
が
描
か
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
東
京
製
絨
会
社
な
ど
の

民
間
諸
工
場
へ
の
納
入
実
績
の
「
詳
細
ナ
ル
統
計
」
を
付
け
た
「
委

托
下
命
願
ヲ
差
出
」
し
、
大
竹
所
長
の
豪
州
出
張
に
あ
わ
せ
て
店
祖

も
渡
豪
し
、「
市
場
ノ
実
況

ニ
商
店
ノ
実
力
、
北
村
等
ノ
技
倆
等

ヲ
親
シ
ク
査
察
ノ
上
、
十
月
ニ
至
リ Scoured 

羊
毛
三
十
五
万
ポ

ン
ド
買
次
方
ノ
委
托
注
文
ハ
遂
ニ
シ
ド
ニ
ー
ニ
於
テ
同
所
長
ヨ
リ
我

支
店
ニ
発
セ
ラ
レ
、
挙
店
十
五
年
来
ノ
素
願
茲
ニ
初
メ
テ
達
セ
ラ

レ
」
た
の
で
あ
っ
た
。
同
じ
く
翌
年
一
九
〇
六
年
の
陸
軍
被
服
廠
の

羊
毛
受
注
の
過
程
も
描
か
れ
て
お
り
、
矢
野
陸
軍
被
服
廠
長
が
渡
部

千
住
製
絨
所
技
師
を
帯
同
し
て
渡
豪
し
た
機
会
を
と
ら
え
「
廠
長
ノ

一
行
ハ
シ
ド
ニ
ー
着
ノ
上
具
サ
ニ
市
場

ニ
内
外 Buyers 

ノ
実
情

ヲ
察
シ
、
我
ガ
北
村
ノ
練
熟
セ
ル
技
倆

ニ
当
務
ノ
誠
意
ヲ
認
メ
タ
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日
本
商
社
の
豪
州
へ
の
進
出
が
扱
わ
れ
る
。
表
5
│

1
に
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
か
ら
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ア
メ

リ
カ
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
へ
の
羊
毛
輸
出
一
覧
表
が
掲
げ
ら
れ
、
一

九
〇
一
年
か
ら
一
九
三
九
年
ま
で
の
輸
出
動
向
が
概
観
で
き
る
。
日

露
戦
争
期
に
増
加
す
る
も
の
の
、
一
九
二
〇
年
代
の
日
本
の
占
め
る

シ
ェ
ア
ー
は
一
〇
％
か
ら
一
五
％
に
ま
で
拡
大
し
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ

ラ
ン
ス
に
つ
ぐ
輸
出
国
に
な
っ
て
い
た
。
一
九
三
〇
年
代
に
日
本
は

イ
ギ
リ
ス
に
次
い
で
第
二
位
の
豪
州
羊
毛
の
輸
出
先
に
な
っ
て
い
た
。

図
5
│

1
で
日
本
商
社
の
豪
州
進
出
が P. O

liver 

の
研
究
に
準
拠

し
て
、
さ
ら
に
取
捨
選
択
さ
れ
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
、
時
間

と
と
も
に
変
動
す
る
商
社
の
買
付
量
や
シ
ェ
ア
ー
の
変
遷
が
丁
寧
に

示
さ
れ
る
。
天
野
の
各
章
の
図
表
は
情
報
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
詰
め
込

ま
れ
、
一
枚
一
枚
が
周
到
に
準
備
さ
れ
提
示
さ
れ
る
。
ど
の
表
も
よ

く
吟
味
さ
れ
内
容
が
落
と
し
こ
ま
れ
て
い
る
。
若
い
研
究
者
は
、
さ

り
げ
な
い
天
野
の
表
作
り
の
巧
み
な
技
を
盗
み
取
る
べ
き
だ
と
評
者

は
思
っ
た
。

　

大
倉
組
、
三
井
物
産
、
三
菱
商
事
な
ど
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
進
出

が
一
次
資
料
を
引
用
す
る
形
で
紹
介
さ
れ
る
。
三
菱
に
関
し
て
は
食

料
品
の
小
麦
、
小
麦
粉
の
取
引
に
も
踏
み
こ
め
る
の
で
は
な
い
か
と

読
み
な
が
ら
感
じ
た
。
天
野
は
手
を
広
げ
ず
に
禁
欲
的
に
「
羊
毛
」

　

本
章
の
「
は
じ
め
に
」
で
兼
松
房
治
郎
の
経
営
哲
学
で
あ
る
、
事

業
が
一
個
人
の
「
所
有
物
で
も
親
族
の
独
占
物
」
で
も
な
く
、「
創

業
者
没
後
も
店
員
な
ど
で
永
久
に
継
続
さ
れ
る
べ
き
も
の
」
が
指
摘

さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
精
神
が
、「
匿
名
組
合
、
合
資
会
社
、
株
式
会

社
へ
と
変
遷
を
と
げ
る
過
程
で
、
特
有
の
従
業
員
持
株
制
度
と
し
て

具
現
」
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

第
一
節　

神
戸
高
等
商
業
学
校
兼
松
記
念
館

　

第
二
節　

東
京
商
科
大
学
兼
松
記
念
講
堂

　

第
三
節　

シ
ド
ニ
ー
病
院
兼
松
記
念
病
理
学
研
究
所

　

関
心
の
あ
る
読
者
は
こ
の
章
を
眺
め
ら
れ
た
い
が
、
商
社
の
取
引

に
関
心
の
あ
る
方
に
は
本
筋
か
ら
外
れ
た
回
り
道
で
あ
ろ
う
。
前
述

し
た
が
、
評
者
な
ら
こ
の
章
は
第
一
章
と
と
も
に
最
後
に
補
遺
と
い

う
形
で
配
置
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
こ
と
で
第
三
章
と
第
五
章

が
ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
が
る
か
ら
で
あ
る
。
天
野
は
「
兼
松
房
治
郎
」

「
兼
松
商
店
」
と
い
う
括
り
で
、
第
一
章
と
第
四
章
を
こ
こ
に
配
置

し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
商
社
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
営
業
活
動
と

い
う
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
は
脇
道
で
あ
る
。

　

次
に
第
五
章
を
み
よ
う
。
本
章
は
第
二
章
と
第
三
章
を
踏
ま
え
、
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勁
敵
タ
ル
ヲ
失
ハ
ザ
ル
モ
、
当
社
ハ
戦
時
中
ヨ
リ
南
阿
ニ
於
テ
獲
得

セ
シ
勢
力
ヲ
以
テ
之
ニ
対
抗
大
ニ
努
力
ス
ル
所
ア
リ
、
為
メ
ニ
近
時

ハ
同
店
ト
常
ニ
伯
仲
ノ
間
ニ
ア
リ
」
に
基
づ
き
、
第
一
次
世
界
大
戦

の
禁
輸
に
乗
じ
て
、
南
ア
フ
リ
カ
か
ら
羊
毛
を
輸
入
し
、
三
井
物
産

は
日
本
国
内
で
の
存
在
感
を
高
め
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
こ
の
点

は
面
白
い
事
実
で
あ
る
が
、
天
野
は
こ
の
美
味
し
い
獲
物
は
簡
単
に

紹
介
す
る
に
止
め
、
追
わ
な
い
。
小
生
な
ら
こ
の
点
を
他
の
文
献
で

網
羅
的
に
調
べ
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
展
開
す
る
だ
ろ
う
。
業
界
紙
に
当

た
り
、
南
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
羊
毛
輸
入
が
ど
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て

い
た
の
か
、
掘
り
下
げ
て
ほ
し
か
っ
た
。
三
井
物
産
の
『
支
店
長
会

議
議
事
録
』
で
は
ど
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
も
気

に
な
っ
た
が
、
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
三
井
物
産
が
兼
松
商
店
の
力

及
ば
ぬ
南
ア
フ
リ
カ
の
羊
毛
輸
入
に
よ
っ
て
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と

の
距
離
を
詰
め
、
つ
い
に
兼
松
と
並
走
す
る
に
い
た
る
ま
で
飛
躍
し

た
経
緯
に
関
し
て
、
第
一
人
者
の
天
野
に
は
、
南
ア
フ
リ
カ
の
羊
毛

取
引
に
は
兵
力
を
集
中
し
て
攻
め
、
個
々
の
企
業
と
取
引
関
係
を
ど

の
よ
う
に
構
築
し
て
い
っ
た
の
か
、
探
究
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

　

天
野
は
一
九
二
四
年
上
半
期
の
考
課
状
を
紹
介
し
な
が
ら
「
震
災

ノ
直
接
間
接
損
失
ニ
ヨ
リ
独
力
金
融
ヲ
計
リ
テ
注
文
ス
ル
能
力
ナ
ク
、

勢
ヒ
当
社
ノ
如
キ
大
商
店
ニ
依
頼
シ
来
レ
リ
」
と
述
べ
、
金
融
面
か

と
い
う
視
角
を
常
に
意
識
し
て
い
る
が
、
資
源
や
食
糧
と
い
う
商
品

に
関
し
て
は
紙
幅
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
な
い
。
次
の
論
文
で
取
り

組
ま
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

商
社
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
進
出
を
日
本
人
駐
在
員
の
分
析
か

ら
描
こ
う
と
し
て
い
る
。
表
5
│

4
か
ら
表
5
│

6
に
シ
ド
ニ
ー
、
メ

ル
ボ
ル
ン
、
ブ
リ
ス
ベ
ン
の
一
九
三
六
年
の
日
本
人
駐
在
員
数
が
示

さ
れ
、
ま
た
三
井
物
産
、
兼
松
商
店
、
三
菱
商
事
が
人
数
で
も
多
か

っ
た
こ
と
が
読
み
と
れ
、
三
菱
商
事
の
急
成
長
が
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

第
六
章
は
三
井
物
産
の
豪
州
進
出
過
程
を
扱
っ
て
い
る
。
三
井
物

産
が
兼
松
商
店
に
追
い
つ
き
、
追
い
越
し
て
い
く
過
程
が
描
か
れ
る
。

三
井
物
産
が
伸
張
で
き
た
背
景
に
は
金
融
力
の
果
た
し
た
役
割
が
大

き
か
っ
た
。
天
野
は
三
井
物
産
の
一
九
一
八（
大
正
七
）年
の
『
支
店

長
会
議
議
事
録
』
か
ら
「
兼
松
ノ
金
融
力
ノ
足
ラ
サ
ル
コ
ト
モ
知
レ

ル
ヲ
以
テ
、
三
井
ニ
便
リ
来
ル
ニ
至
リ
シ
コ
ト
モ
一
ノ
商
売
増
加
ノ

原
因
ニ
非
ス
ヤ
ト
考
フ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
三
井
物
産
の
持
つ
金
融

融
資
力
が
羊
毛
取
引
に
有
利
に
作
用
し
た
こ
と
が
描
か
れ
る
。
天
野

は
三
井
物
産
の
考
課
状
を
援
用
し
な
が
ら
、
三
井
物
産
が
第
一
次
世

界
大
戦
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
禁
輸
に
際
し
て
南
ア
フ
リ
カ
の
羊
毛
取
引

で
両
国
間
の
貿
易
を
伸
ば
し
た
事
実
に
つ
い
て
は
一
九
二
一
年
下
半

期
の
考
課
状
「
兼
松
商
店
ハ
其
取
扱
ノ
歴
史
最
モ
古
ク
当
社
ノ
一
大
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る
こ
と
で
買
付
を
有
利
に
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
描
か
れ
る
。

　

天
野
は
考
課
状
を
駆
使
し
な
が
ら
、
三
井
物
産
が
伸
張
し
た
背
景

に
「
他
社
の
追
随
を
許
さ
な
い
金
融
力
の
存
在
」（
一
三
七
頁
）
を

指
摘
す
る
。
引
用
資
料
も
的
確
で
、
ス
ト
ー
リ
ー
が
わ
か
り
や
す
い
。

　

大
島
久
幸
に
よ
る
本
書
の
「
書
評
」（『
経
営
史
学
』
第
四
八
巻
二

号
、
二
〇
一
三
年
九
月
号
）
の
中
で
、
高
村
直
助
「
シ
ド
ニ
ー
支
店

の
羊
毛
貿
易
金
融
」（
山
口
和
雄
・
加
藤
俊
彦
『
両
大
戦
間
の
横
浜
正
金

銀
行
』
日
本
経
営
史
研
究
所
、
一
九
八
八
年
）
に
言
及
し
て
い
る
が
、

高
村
論
文
を
取
り
上
げ
、
三
井
物
産
の
金
融
面
に
対
す
る
有
利
さ
に

対
し
て
、
兼
松
商
店
や
他
の
商
社
は
ど
の
よ
う
に
対
抗
し
た
の
か
、

ま
た
金
融
面
の
相
対
的
な
弱
さ
を
ど
の
よ
う
に
克
服
せ
ん
と
し
た
の

か
、
筆
を
走
ら
せ
て
ほ
し
か
っ
た
。
一
五
一
頁
の
注
一
四
の
井
島
重

保
『
羊
毛
の
研
究
と
本
邦
羊
毛
工
業
』
の
記
述
し
か
な
い
。
あ
わ
せ

て
三
菱
商
事
の
金
融
力
に
も
紙
幅
を
割
い
て
ほ
し
か
っ
た
。
金
融
力

が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
羊
毛
輸
入
に
於
い
て
ど
の
よ
う
な
形
で

有
利
に
作
用
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

第
六
章
の
五
枚
の
表
で
あ
る
が
、
前
章
ま
で
の
表
と
同
じ
く
、
洗

練
さ
れ
て
い
る
。
商
社
各
社
お
よ
び
毛
織
物
業
者
の
動
向
が
一
目
瞭

然
で
あ
る
。
兼
松
商
店
、
高
島
屋
飯
田
、
大
倉
、
岩
井
商
店
、
日
本

綿
花
の
羊
毛
買
付
け
は
関
西
方
面
の
毛
織
物
会
社
に
よ
る
も
の
が
多

ら
毛
織
物
会
社
に
「
出
来
ル
限
リ
援
助
」
を
し
た
結
果
と
し
て
「
関

東
側
注
文
ハ
兼
松
以
下
他
商
ノ
買
付
数
殆
ト
算
ス
ル
ニ
足
ラ
ザ
リ
シ

ハ
又
怪
ム
ニ
足
ラ
ズ
」
と
し
て
い
る
。
同
年
下
半
期
の
「
考
課
状
」

の
引
用
で
は
興
味
深
い
資
料
を
掲
げ
る
。

　
「
当
地
金
融
難
ハ
本
期
ニ
入
リ
テ
一
層
甚
シ
ク
、
為
ニ
買
付
技
倆

ノ
巧
拙
以
外
ニ
、
買
付
金
融
力
ノ
如
何
及
為
替
裁
定
ノ
巧
拙
ガ
注
文

ノ
有
無
大
小
ヲ
決
ス
ル
最
大
原
因
ト
ナ
レ
リ
、
当
店
ハ
、
従
来
通
リ

倫
敦
廻
シ
ノ
為
替
方
法
ニ
ヨ
リ
、
単
ニ
注
文
ヲ
受
ケ
シ
数
量
ヲ
買
付

ケ
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
為
替
裁
定
方
法
ニ
於
テ
モ
他
社
ノ
追
随
ヲ
許
サ

ヾ
ル
当
社
ノ
金
融
力
」
に
よ
っ
て
シ
ド
ニ
ー
市
場
で
「
世
界
各
国
買

付
商
ニ
伍
シ
第
二
位
ト
ナ
ル
ニ
至
レ
リ
」
と
書
き
、
兼
松
に
関
し
て

は
「
従
来
正
金
銀
行
ニ
ノ
ミ
依
頼
シ
、
為
替
ハ
日
本
宛
ニ
局
限
セ
ラ

レ
居
タ
ル
ガ
、
最
近
当
地
外
国
銀
行
ニ
ヨ
リ
倫
敦
廻
シ
為
替
ヲ
利
用

セ
ン
ト
努
メ
ツ
ヽ
ア
ル
モ
、
少
額
ニ
シ
テ
充
分
ニ
買
付
ラ
レ
ズ
」

「
三
菱
同
社
金
融
力
ヲ
利
用
シ
、
一
気
ニ
兼
松
ヲ
凌
駕
セ
ン
ト
計
画

セ
シ
モ Credit 

意
ノ
如
ク
ナ
ラ
ズ
、
又
買
付
技
術
ニ
未
熟
ナ
ル
為

メ
買
付
モ
少
ク
」「
大
倉
、
飯
田
両
社
ハ
前
期
当
地
正
金
銀
行
ノ
金

融
ニ
ノ
ミ
ヨ
リ
テ
、
注
文
数
ノ
激
減
セ
シ
ヲ
恐
レ
、
本
期
ハ
倫
敦
廻

シ
ヲ
手
配
シ
タ
ル
モ
其
額
云
フ
ニ
足
ラ
ズ
」
と
あ
り
、
三
井
物
産
が

金
融
力
で
ロ
ン
ド
ン
廻
し
や
為
替
裁
定
方
式
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
駆
使
す
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所
が
発
刊
す
る
『
経
済
史
研
究
』
に
左
の
テ
ー
マ
を
盛
り
込
ん
だ

「
投
機
」
に
満
ち
た
大
胆
か
つ
危
険
な
論
考
を
お
願
い
し
、
筆
を
擱

く
こ
と
に
す
る
。

一
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
日
本
の
肥
料
・
食
料
貿
易

二
、
第
一
次
大
戦
期
の
南
ア
フ
リ
カ
羊
毛
貿
易
と
三
井
物
産
の
躍
進

三
、  

三
井
物
産
の
金
融
力
に
対
し
て
兼
松
商
店
な
ど
の
本
邦
商
社
が

羊
毛
貿
易
で
ど
の
よ
う
に
対
抗
し
た
の
か
。

四
、  

戦
後
の
伊
藤
忠
や
丸
紅
の
羊
毛
取
引
と
石
炭
や
銅
山
な
ど
の
資

源
貿
易

五
、
毛
織
物
会
社
か
ら
眺
め
た
、
商
社
の
利
用
と
活
用
方
法
。

〔
付
記
〕　

引
用
に
際
し
て
『
兼
松
商
店
史
料　

第
Ⅰ
巻
』（
神
戸
大
学

経
済
経
営
研
究
所
編
著
並
び
に
発
行
、
二
〇
〇
六
年
）、『
兼
松
商
店

史
料　

第
Ⅱ
巻
』（
天
野
雅
敏
・
井
川
一
宏
編
、
神
戸
大
学
経
済
経

営
研
究
所
発
行
、
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
し
た
。

天
野
雅
敏
著
『
戦
前
日
豪
貿
易
史
の
研
究
│
兼
松
商
店
と
三
井
物
産
を

中
心
に
し
て
│
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
一
〇
年
四
月
刊
、
A 

5
判
、
ⅱ

＋
一
六
六
頁
、
本
体
価
格
三
、
二
〇
〇
円
）

（
み
わ　

む
ね
ひ
ろ
・
九
州
大
学
記
録
資
料
館
産
業
経
済
資
料
部
門
教
授
）

く
、
三
井
物
産
や
三
菱
商
事
の
場
合
は
、
日
本
毛
織
な
ど
の
関
西
方

面
の
毛
織
物
会
社
と
あ
わ
せ
て
関
東
方
面
の
東
京
モ
ス
リ
ン
紡
織
な

ど
に
も
取
引
を
伸
ば
す
こ
と
で
、
羊
毛
買
付
け
の
増
大
に
つ
な
げ
た

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
関
西
と
関
東
の
毛
織
物
業
者
が
商
社
を
ど

の
よ
う
な
観
点
か
ら
使
い
分
け
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ

れ
ば
、
内
容
が
膨
ら
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
商
社
サ
イ
ド
だ
け
で
な
く
毛

織
物
業
者
の
業
界
紙
に
も
目
配
り
し
て
、
買
い
付
け
側
か
ら
み
た
商

社
の
比
較
が
あ
れ
ば
、
画
竜
点
睛
で
あ
っ
た
。

　

兼
松
商
店
中
興
の
祖
で
あ
る
前
田
卯
之
助
の
教
え
に
従
い
、
天
野

雅
敏
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
羊
毛
、
兼
松
な
ど
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
一
次
資
料
と
い
う
投
機
性
の
な
い
確
実
な
資

料
で
巧
み
に
筆
を
操
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
本
書
の
手
堅
い
、
ま
た
安

心
し
な
が
ら
読
め
る
点
で
あ
る
。
一
方
で
投
機
の
見
込
商
売
で
大
損

害
を
も
た
ら
し
た
原
幸
治
郎
の
よ
う
に
、
南
ア
フ
リ
カ
の
羊
毛
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
小
麦
な
ど
の
食
料
、
先
行
研
究
で
あ
る
二
次
文
献

を
も
果
敢
に
取
り
込
み
、
投
機
性
の
あ
る
記
述
も
ほ
し
い
と
感
じ
た
。

「
商
店
ノ
病
根
ハ
無
主
義
無
方
針
」
と
喝
破
し
た
前
田
卯
之
助
は
大

先
輩
に
対
し
て
遠
慮
な
く
意
見
「
其
危
険
ハ
実
ニ
大
ナ
リ
ト
」
を
述

べ
た
と
あ
る
の
で
、
小
生
も
前
田
卯
之
助
に
な
ら
い
大
先
輩
天
野
雅

敏
に
直
言
し
て
結
び
と
し
た
い
。
大
阪
経
済
大
学
日
本
経
済
史
研
究


